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１．はじめに 表１測定条件
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メス先側

電気メスの点検項目の一つに高周波漏れ電流の

測定があり、ＪＩＳでは上限を150ｍＡとしている。

当院では院内点検時に市販の電気メステスタを利

用して測定しているが、その結果１５０ｍＡ以上で

故障の可能性があると判断し、メーカに点検を依

頼していた。しかし、メーカの点検では異常なし

となっていた。

当院とメーカの点検方法の主な違いは、測定器

の違いと接続する点検用のハンドピースの長さで

あった。当院で使用している点検用ハンドピース

は、臨床で使用している電気メスハンドピースの

先に電気メステスタと接続するためのコネクター

を付けたもので、長さは約3600ｍｍであった。メ

ーカで使用している点検用ハンドピースの長さは

約1200ｍｍであった。そこで当院での点検方法に

問題がある可能性があり、検討を行った。
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2．対象

一ブルは対極板ケーブルの長さを1200ｍｍで一定

とし、メス先ケーブルを1200ｍｍと3600ｍｍとし

た場合で測定した（表１）。測定時の注意点とし

て、測定値の変動を防ぐためメス先ケーブルと対

極板ケーブルは床に付けないようにし、ハンドス

イッチ以外は出来るだけ触れないようにした。

電気メスと電気メステスタの接続の概要を図に

示す（図１，２）。

検定方法は、多重比較検定のTukey‐Kramer法
を使用し危険率５％で有意差ありとした。
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3．方法

1）.バリーラブＦｏｒｃｅＦＸのメス先側高周波漏れ

電流の測定結果はメス先ケーブルの長さ

対象は当院のフローティング方式の電気メス、

コビディエン社の「バリーラブForceFX」６台、

アムコ社の「エルベICC300またはICC350」５

台、電気メステスタはFLUKE「RF303」と泉工医

科「ESA-225」の２台、点検用ハンドピース（以

下メス先ケーブル)は当院作成の長さ3600ｍｍの

もの、メーカ作成の長さ1200ｍｍのも、対極板ケ

ーブルは当院作成の長さ1200ｍｍのものとした。

最大出力のＣＵＴモードで各電気メスのメス先

側と対極板側の高周波漏れ電流を２つの電気メス

テスタで測定し比較した。また、点検用の接続ケ
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4．結果

電気メステスタ FＬＵＫＥＲＦ３０３ 泉工ＥＳＡ‐２２５

対極板ケーブル（ｍ、） 1２００ 1２００

メス先ケーブル（ｍ、） 3６００ 1２００ 3６００ 1２００
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